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古墳時代プリント 名前

問1 3世紀ごろの中国大陸では、複数の勢力が対立して覇権を争っていました。この時期、日本の邪馬台国の女王である卑弥呼が使いを送り、「親魏
倭王」の称号を授かったとされる国が含まれる時代の名称を選びなさい。 （2016年 和歌山県公立入試 類似）

1. 三国時代 2. 南北朝時代 3. 戦国時代 4. 五代十国時代

問2 4世紀から7世紀頃にかけて、朝鮮半島や中国大陸から日本列島へ移住し、漢字や儒教、仏教などの大陸文化や、優れた製作技術を伝えた人々を
何と呼びますか。 （2021年 島根県公立入試 類似）

1. 御家人 2. 渡来人 3. 防人 4. 遣隋使

問3 巨大な前方後円墳が各地で盛んに造られていた古墳時代の5世紀ごろ、ヤマト王権の王たちは、自らの地位を国際的に認めさせるために中国の王
朝へ使節を送りました。このとき、倭の五王が朝鮮半島での軍事的な指揮権などを認めてもらうために交渉を行った相手は、当時の中国のどの
勢力ですか。 （2024年 栃木県公立入試 類似）

1. 漢 2. 唐 3. 中国の南朝 4. 隋

問4 4世紀末から5世紀頃、ヤマト王権は大和地方を中心に勢力を拡大しましたが、その過程で地方の有力な豪族に対し、権力の象徴である銅鏡など
を与える政策をとりました。この行為の主な目的として、当時の政治状況から考えて最も適切なものはどれですか。 （2024年 山口県公立入試 類似）

1. 地方豪族に仏教を布教し、大陸の
進んだ思想で精神的な統一を図るた
め

2. 全国の一律な税制を確立するため
に、度量衡の基準として鏡を配るた
め

3. 鉄製の武器を効率的に生産するた
めの最新技術を、各地の豪族に共有
するため

4. 地方豪族との政治的な結びつきを
強め、自身の支配下に置くため

問5 大阪府の百舌鳥・古市古墳群に含まれる、三重の濠が巡らされた日本最大の前方後円墳の名称と、それが登録されているユネスコの区分の組み
合わせとして正しいものを次から選びなさい。 （2020年 群馬県公立入試 類似）

1. 大仙古墳（世界自然遺産） 2. 箸墓古墳（世界文化遺産） 3. 大仙古墳（世界文化遺産） 4. 五色塚古墳（世界文化遺産）

問6 5世紀初めから約1世紀の間にわたって行われた、ヤマト王権の外交活動に関する記述として正しいものはどれですか。 （2024年 山口県公立入試 類似）

1. 小野妹子が使者として派遣され、
中国の皇帝に対して対等な形式の国
書を渡した

2. 中国の魏の歴史書に、女王が金印
を授かり親魏倭王の称号を得た記録
が残されている

3. 唐へ渡った留学生たちが、帰国後
に大化の改新の政治改革を主導する
役割を担った

4. 中国の南朝の歴史書に、倭の五王
と呼ばれる王たちが使者を送った記
録が残されている

問7 大陸から漢字、儒教、仏教などが伝えられた時期の日本において、新たに生産が始まった須恵器の特徴とその背景について述べた説明として、
正しいものはどれか。 （2023年 高知県公立入試 類似）

1. 弥生時代からの伝統的な製法を守
り、稲作の普及とともに東日本を中
心に広まった。

2. 朝鮮半島から来た渡来人が技術を
伝え、山の斜面を利用した「登り窯
」で高温で焼成された。

3. 国内の農民が独自に技術を開発し
、「千歯こき」を用いて土を精製す
ることで作られた。

4. 中国からの使者が技術を伝え、平
らな地面に薪を積み上げる「野焼き
」によって低温で焼成された。

問8 日本最大の前方後円墳である大仙古墳など、古墳時代の遺跡や出土品に関する説明として誤っているものを、次のうちから1つ選びなさい。
（2026年 徳島県公立入試 類似）

1. 古墳の周囲や墳丘には、素焼きの
土器である埴輪が並べられた。

2. 女性の姿などをかたどった土偶が
、魔よけや豊かな収穫を祈るために
作られた。

3. 大仙古墳のように円形と方形を組
み合わせた形状の古墳が造られた。

4. 豪族の権威を示すための副葬品と
して、銅鏡や鉄剣などが納められた
。

問9 5世紀から6世紀にかけて、日本列島には大陸から多くの人々が移り住みました。この時期の遺跡である前方後円墳などからは、円筒埴輪や人物
埴輪とともに、高温の窯で焼かれた硬くて灰色をした土器が出土しています。この土器の製作技術を日本に伝え、さらに文字や儒教、仏教とい
った高度な文化をもたらした人々を何と呼びますか。 （2015年 千葉県公立入試 類似）

1. 防人 2. 渡来人 3. 遣隋使 4. 語部

問10 4世紀ごろ、近畿地方の有力な豪族たちが中心となって組織した大和政権において、各地の豪族を従えていた最高権力者の称号は、当時何と呼ば
れていましたか。 （2024年 熊本県公立入試 類似）

1. 天皇 2. 大王（おおきみ） 3. 将軍 4. 執権

問11 古墳時代、各地の有力者が巨大な墓を造りました。その中でも、上から見ると鍵穴のような独特の形（一方が四角形で、もう一方が円形）をし
た、日本独自の形式の古墳を何と呼びますか。 （2021年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 円墳 2. 前方後円墳 3. 装飾古墳 4. 方墳

問12 滋賀県の古保利古墳群のように、この時期に築造された前方後円墳などの古墳文化は、当時の東アジア情勢と深く関わっています。4世紀末から
5世紀にかけての、日本（倭）と朝鮮半島諸国との関係についての説明として正しいものを次から選びなさい。 （2024年 滋賀県公立入試 類似）

1. 日本は新羅と強固な同盟を結び、
高句麗を滅ぼして朝鮮半島北部に領
土を広げた

2. 高句麗の好太王（広開土王）の碑
文には、倭が海を渡って百済や新羅
を破り、高句麗と戦ったことが記さ
れている

3. 当時の日本は聖徳太子を中心に、
隋に対して「日出づる処の天子」で
始まる国書を送ることに専念し、半
島情勢には介入しなかった

4. 日本は高句麗と連合して百済を攻
め、その見返りとして仏教の公伝を
受けた

問13 古代、朝鮮半島や中国大陸から日本列島へ移り住み、高度な技術や文化を伝えた人々は、仏教とともに漢字を日本へ伝えました。この、大陸か
ら移住して日本列島の文化や政治に大きな影響を与えた人々を何と呼びますか。 （2026年 神奈川県公立入試 類似）

1. 御家人 2. 渡来人 3. 防人 4. 遣隋使

問14 仏教が伝来し寺院が建立されるようになる以前の時代、各地の有力者が自らの権威を示すために築いた、土を高く盛り上げた巨大な墓を何とい
いますか。 （2022年 岡山県公立入試 類似）

1. 都 2. 古墳 3. 環濠集落 4. 貝塚
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

三国時代
3世紀の中国大陸では、魏、呉、蜀の三つの国が並び立ち、互いに勢力を争っていました。こ
の時期を三国時代と呼び、日本の邪馬台国の女王・卑弥呼は、その中の一つである「魏」に使
いを送り、金印や銅鏡を授かることで自らの権威を高めようとしました。

問2 答え 2
渡来人

朝鮮半島での動乱などを背景に、優れた技術や知識を持つ人々が日本列島へ渡ってきました。
彼らは大和政権に仕え、文字（漢字）の記録や外交、土木技術、金属工芸などの分野で重要な
役割を果たし、日本の古代国家形成に大きな影響を与えました。

問3 答え 3
中国の南朝

古墳時代の5世紀、ヤマト王権（倭国）の「讃・珍・済・興・武」という5人の王（倭の五王）
は、当時の中国で南側に成立していた「南朝」の諸王朝（宋など）へ使節を送りました。これ
は、中国の皇帝から称号を得ることで、国内での支配権を固めるとともに、朝鮮半島における
政治的・軍事的な立場を他国に対して有利に進める狙いがありました。

問4 答え 4
地方豪族との政治的な結びつきを強め、自身
の支配下に置くため

ヤマト王権は、近畿地方を拠点として各地の有力な豪族を従属させることで勢力を広げました
。王権から豪族へ銅鏡などの貴重な品を分け与える行為は、王権への服従を誓わせる対価とし
て、その地域での支配権を公式に認めるという意味合いを持っていました。これにより、武力
による制圧だけでなく、政治的な主従関係による連合体のような支配体制を築いていきました
。

問5 答え 3
大仙古墳（世界文化遺産）

5世紀の古墳時代中期に築造された大仙古墳は、全長約486メートルを誇る日本最大の古墳で
す。その圧倒的な規模と独特な形状は、当時のヤマト政権の強力な支配力を示すものと考えら
れています。2019年には、周辺の古墳とともに「百舌鳥・古市古墳群」としてユネスコの世
界文化遺産に登録されました。

問6 答え 4
中国の南朝の歴史書に、倭の五王と呼ばれる
王たちが使者を送った記録が残されている

5世紀、ヤマト王権は当時の中国の南朝（宋など）へ朝貢を行っていました。中国の歴史書に
は、讃・珍・済・興・武という5人の王が記録されており、彼らが軍事的な称号や政治的地位
を求めていたことが記されています。他の選択肢は、3世紀の邪馬台国、7世紀の遣隋使、ある
いは7世紀以降の遣唐使に関する内容であり、時代背景が異なります。

問7 答え 2
朝鮮半島から来た渡来人が技術を伝え、山の
斜面を利用した「登り窯」で高温で焼成され
た。

須恵器の生産は、大陸からの高度な技術移転の象徴です。それまでの土器が赤褐色で比較的脆
かったのに対し、熱効率の良い「登り窯」を使用することで酸素を制限した還元炎焼成が可能
となり、硬質の青灰色の土器が誕生しました。同時期には文字（漢字）の使用や学問（儒教）
も伝えられており、大陸との交流が当時の社会制度や技術を大きく発展させたことがわかりま
す。選択肢にある「千歯こき」は江戸時代の農具であり、時代が異なります。

問8 答え 2
女性の姿などをかたどった土偶が、魔よけや
豊かな収穫を祈るために作られた。

土偶は縄文時代に作られたものであり、古墳時代のものではありません。古墳時代には、古墳
の周囲に埴輪が立てられ、内部には副葬品として銅鏡や鉄剣などが納められました。

問9 答え 2
渡来人

5世紀から6世紀の古墳時代、朝鮮半島からの移住者である渡来人は、それまでの日本になかっ
た高度な技術や文化を伝えました。土器においては、従来の土師器（はじき）とは異なる、穴
窯を用いて1000度以上の高温で焼成する「須恵器（すえき）」の技術をもたらしました。ま
た、漢字を用いた記録や、道徳的な教えである儒教、さらには6世紀に百済から伝えられた仏
教など、その後の日本の国家形成に不可欠な知識を普及させました。

問1
0

答え 2
大王（おおきみ）

古墳時代の大和政権（ヤマト王権）において、近畿地方を中心とした支配を広げた最高権力者
は「大王」と呼ばれました。この称号は、7世紀後半ごろから「天皇」という言葉が定着する
まで、中国の王朝との外交や国内の統治において用いられました。将軍や執権は武家政権の役
職であり、時代の異なる用語です。

問1
1

答え 2
前方後円墳

3世紀後半から6世紀頃にかけて造られた、日本を代表する古墳の形式です。近畿地方で発生し
、一方が方形（四角）、もう一方が円形を呈していることからその名がつきました。当時の首
長の権力の大きさを示す象徴的な建造物です。

問1
2

答え 2
高句麗の好太王（広開土王）の碑文には、倭
が海を渡って百済や新羅を破り、高句麗と戦
ったことが記されている

当時の日本（倭）は、鉄資源の確保や先進文化の導入を求めて朝鮮半島南部への進出を図りま
した。高句麗にある好太王碑には、南下政策を進める高句麗と、百済や加羅を支援して戦った
倭の軍勢についての記録が残されており、当時の激しい抗争の様子を裏付けています。

問1
3

答え 2
渡来人

4世紀から5世紀以降、朝鮮半島や中国大陸から日本列島へ移り住んだ人々は、土器の製作、織
物、灌漑などの技術とともに、それまで日本にはなかった文字（漢字）や、精神的な教えであ
る仏教をもたらしました。彼らはその知識や技術を活かし、古代国家の形成において重要な役
割を果たしました。

問1
4

答え 2
古墳

古墳時代、各地の有力者（豪族）は土を高く盛り上げた巨大な「古墳」を築くことで、その勢
力を誇示しました。しかし、飛鳥時代に仏教が伝来して寺院が建立されるようになると、有力
者の権威を象徴する対象は古墳から寺院へと変化し、巨大な古墳は次第に造られなくなってい
きました。


